
あいち ICT 戦略プラン 2020 年次レポート（2017 年度版）案について 

 

白上委員 

改善が必要なものは、随時見直ししながら改善をしていって、より県民の方々にとってサービスを使

いやすいものにし、「やっぱり便利だね」っていうことが口コミで広がってくようなものにすることが、

この計画の 2020年に向けての目標になっていると、理想的。 

 

岩田会長 

「県民にどういう影響を与えた」とか、「質的な変化、社会的なうねりに影響を与えた」とかいうちょっ

と突っ込んだ、次年度に繋がるようなむすびが欲しい。 

 

川澄委員 

目標に対してどうだったか（達成度、不十分度）ということを、「まとめ」の中に加えられないか。 

「2020」という大きな目標があり、１年目、２年目、３年目、４年目、その中で重点目標があっても

よい。 

これは３年待てるから次の目標でもいいかな。でも今年はこれにしようとか優先順位もあるかもしれ

ませんし、そういう強弱みたいなものを見えるようにできないか。 

情報は集まったので、どう解釈して、ここからどう戦略をたてるか。 

 

春日委員 

計画の進行管理をするときに、「計画に書いてあることをやったかどうか」「やったことに対して効果

があったかなかったか」、「この１年間の世の中の状況とか、課題が動く中で、場合によっては書いたけ

ど、いらなくなったものもあるかもしれない」、そういう３点を加味する。 

実施したけども効果が発現するのは５年後とか１０年後とかいうものについては、効果の測定を把握

するのが今後の課題ですでもいいと思う。わからないものはわからないで、それを一言書いておくだけ

でもだいぶ印象が違う。 

評価はどうするかは別にして、数字とか含めてかけるものは、書いてもいい。費用対効果を示すとい

うのはおいておくとしても、これをやったことによって、どれだけの人が見たとか、因果関係は別にし

ても、観光客が増えたとか。こうした取組がじわじわと効いてくると感じられるといい。 

29 年度以降の展開がありますけど、データ活用推進基本計画や IoT 実装など、国の方がものすごく

動いている。書いてあることはほとんど IoT、ICTを使えって話。ICT戦略プランでは、いろんな分野

で網羅はしているというところも少し強調して触れてもいい。 

 

河合委員 

2020年を目指して推進していくには、事務事業だけではなくてその先にある政策の評価が必要になっ

てくると思いますから、その段階では住民満足度ですとか、あるいは訪問者満足度、そういったものが

数字として表れるようなことを考えていただければいい。 

 

安田委員 

オープンデータ化も進んでいるところだと思いますが、要望されてから出しますということだとオー

プンデータの出し方がまだまだ。オープンデータの、ユーザーにとって使いやすい出し方を、推進して

いただきたい。 

ビッグデータ活用で、官民データ活用推進基本法に関する話がありました。実際に県として活用でき

るデータは何があるのか、各課がどのようなアプリケーションとして活用できるかということを、議論

を進めていただければと思います。県としての方向性をしっかり庁内でもんでいただきたい。 



 

小栗委員 

県として戦略を立てた以上は、非公開情報を含むデータをオープン化するにはどうすればいいか、ど

こまでなら出せるかということに踏み込んでほしい。 

 

岩田会長 

研究目的なら提供可能だが、民間のビジネス目的では提供不可という例もある。どう使われると県民

のためになるのか、というのを議論しなければならない。 

 

小栗委員 

ビジネスライクであったとしても、例えば交通事故軽減のためのビジネスを考えてもらえるのであれ

ば、むしろ愛知県はより広くデータを公開して、安心安全な交通社会のために、みんなで総力挙げてや

りましょうって姿勢を示した方がいい。 

私たちはあいち ICT戦略プラン 2020を作るときに、これからはデータ社会だといっているわけです

けど、浸透が十分にできていないかもしれない。レポートでまとめつつ、各部局に伝わるように発信し

たい。 

 

岩田会長 

年次レポートとして、事実については書かれているけど、いわゆる PDCAでいうところの、チェック

の本当のところができていない。それでアクションに繋がらないのではと思います。 

 

春日委員 

企業等なり相手先に限らず、オープンデータは原則公開するものだというスタンスを明確に打ち出し

ていただきたい。 

 

岩田会長 

オープンデータの話は、官民データ活用推進基本法の精神にもあるように、それにそって愛知県とし

て推進していくという強い意志表明が必要。 

 

川澄委員 

ICTの分野は、技術の進展も早いし、大きなパラダイムシフトが残りやすい。新たな技術等に対応し

ていくというのは大事なことですが、その波に振り回されすぎないということも大事。 

 

事務局 

様々な観点から、大変貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。本日、皆様からいただい

た意見をもとに、県庁内の各部局とも、検討を深めてまいりたいと思います。 

 


